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（山田[1977],7-8, 11, 25, 86, 199-200） 
軍事機構（軍隊＋警察）        先進資本主義諸国に対して： 
           ［大量生産＝消費］      圧倒的な生産力と軍事力 
  ［弾圧］      重 工 業             ［弾圧］    ⇨その進出と侵略への対抗 
    ［労働力供給］ 
 零細小作農民        低賃金労働者    
    （農村）    ［家計補充］       （都市）    
  ［搾取］         中国・朝鮮に対して： 
  隷農主的地主     [搾取]     低位の生産力と軍事力 
    [封建的土地所有]           ⇨市場獲得と資源確保の対象 



































































































－ 6 － 
もし白井が『国体論』にこの農地改革を組みこむならば、どのような論を展開するのか。マ
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